






日  時 ： 令和2 年12 月9 日（水）13 時～14 時 
場  所 ： 学部長室 
発 表 者  
1.  数学科 教授 山根 宏之 
研修期間： 令和２年４月１日 ～ 令和２年９月３０日 
研究題目： 一般化された量子群とワイル亜群の研究 
研修場所： 富山大学 
  2.  物理学科 准教授 畑田 圭介 
   研修期間： 令和２年４月１日 ～ 令和２年９月３０日 
   研究題目： ナノ物性を研究するための理論手法開発 
   研修場所： 富山大学 
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特記事項 研修期間中も M2 の学生と週 2 回のゼミを行った。コロナウイルスの影響で Line
でゼミを行った。私自身にも良い刺激になった。 
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の九州シンクロトロン光研究センターに出張し（7 月 2 日―6 日）、当研究室に所
属していた Iesari氏を訪ね、研究打ち合わせを行った。それ以外は富山大学に滞
在し、Zoom 等を用いてレンヌ第一大学（Rennes,フランス）の Didier Sébilleau
氏、東北大学の上田潔教授、山崎馨氏、マドリード自治大学（Madrid, スペイン）









(Polarization-Averaged Molecular-Frame Photoelectron Angular 
Distributions)スペクトルについて、申請者が開発した多重散乱理論の枠組みの
下で定式化を行い、新たな実験解析手法の提案を行った。当該の研究成果に関連し
て 2 報の論文を学術誌へ既に投稿し、その他に 1 報の論文の投稿準備を行った。
また、大学院生を指導し、オンライン開催された国内研究会（第 23 回 XAFS 討論
会、2020 年 9 月 9 日-11 日）において当該の研究成果に関する口頭発表を行わせ




ライン開催された国内研究会（分子科学会オンライン討論会、2020 年 9月 14日-
17日）において当該の研究成果に関する口頭発表を行わせた。 
その他 
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